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■
第
48
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示

会
始
ま
る
：
東
京
中
央
木
材
市
場
（
株
）

8
月
5
日
（
水
）、
本
年
度
初
め
て
と
な
る

第
48
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示
会
が
東
京
中
央
木

材
市
場
（
株
）（
飯
島
義
雄
社
長
、
千
葉
県
浦

安
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
4
日
（
火
）

の
審
査
会
に
は
、
13
社
か
ら
69
㎥
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

品
が
出
品
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
就
任
し

た
信
田　

聡
審
査
委
員
長
（（
公
社
）
木
材
加

工
技
術
協
会
会
長
）
ほ
か
審
査
員
が
厳
正
に
審

査
し
た
結
果
、
満
点
の
１
０
０
点
が
5
社
と
極

め
て
優
秀
な
成
績
と
な
っ
た
。
な
お
、
信
田　

聡
委
員
長
に
お
か
れ
て
は
、
特
に
木
材
の
物
性

及
び
木
材
乾
燥
等
に
つ
い
て
の
御
造
詣
が
深
い

方
で
、
長
年
、
東
京
大
学
に
お
い
て
教
鞭
を
と

ら
れ
た
農
学
博
士
。
一
方
で
、
江
戸
天
保
年
間

創
業
の
折
箱
等
製
造
の
浅
草
「
木
具
定
商
店
」

の
代
表
取
締
役
も
務
め
る
（
社
長
は
奥
様
の
喜

代
子
様
：
六
代
目
）。
5
日
（
水
）
の
展
示
即

売
会
に
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、
全
買
連
の

早
川
金
光
会
長
が
出
席
し
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
話

題
を
交
え
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
普
及
へ
の
協
力
要
請

を
行
っ
た
。
ま
た
、
開
催
市
場
の
飯
島
社
長
が

挨
拶
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
と
お
買
い
上
げ

を
要
請
し
た
。
式
典
の
後
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
等

の
競
り
が
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
暗
雲
を
晴
ら

す
よ
う
な
活
況
を
呈
し
た
。

■
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
２
０
２
０
に
つ
い
て

令
和
2
年
7
月
17
日
（
金
）、
政
府
は
、「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
０
」

を
閣
議
決
定
し
、
公
表
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
り
、例
年
よ
り
1
か
月
遅
れ
と
な
り
、

主
要
テ
ー
マ
も
、「
新
た
な
日
常
」
の
実
現
及

び
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
な
っ
た
。そ
の
中
で
、

第
2
章
国
民
の
生
命
・
生
活
・
雇
用
・
事
業
を

守
り
抜
く
2
．
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
―

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
へ
の
対
応
―
の
記

述
の
中
で
、「
森
林
整
備
・
治
山
対
策
」「
を
加

速
す
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

第
3
章
「
新
た
な
日
常
」
の
実
現
2
．「
新
た

な
日
常
」
が
実
現
さ
れ
る
地
方
創
生
（
2
）
地

域
の
躍
動
に
つ
な
が
る
産
業
・
社
会
の
活
性
化

②
農
林
水
産
業
の
活
性
化
の
記
述
の
中
で
、

「
ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
の
技
術
開
発
や
現
場

実
装
」、「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ

ラ
ン
」
等
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
業
全
般
に
わ

た
る
改
革
を
力
強
く
進
め
、
農
林
水
産
業
を
成

長
産
業
に
し
つ
つ
、
美
し
く
伝
統
あ
る
農
山
漁

村
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
。」、「
鳥
獣
対

策
の
推
進
、
森
林
資
源
・
水
産
資
源
の
適
切
な

管
理
」、「
建
築
物
等
へ
の
木
材
の
利
用
拡
大
を

図
る
。」、「
２
０
２
５
年
に
2
兆
円
、
２
０
３

０
年
に
5
兆
円
と
す
る
新
た
な
輸
出
額
目
標
に

向
け
、農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
本
部
の
下
で
、

輸
出
先
国
と
の
規
制
緩
和
・
撤
廃
の
協
議
の
加

速
化
…
等
を
進
め
る
。」
等
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
関
連
分
野
へ
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
、今
後
の
行
政
施
策
展
開
の
中
で
、

具
体
的
か
つ
効
果
的
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
、

是
非
お
願
い
し
、
期
待
し
た
い
。

■
令
和
元
年
度
森
林
林
業
白
書

ト
ピ
ッ
ク
ス
（
抄
）

1
．
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
会
場
等
に
お
け
る
木
材
利
用

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
に
向
け
て
建
設
さ
れ
た
競
技
会
場
等
で

は
、
全
国
各
地
か
ら
調
達
さ
れ
た
木
材
が
ふ
ん

だ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
御
紹
介
し

ま
す
。

本
大
会
の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
る
国
立

競
技
場
は
、「
杜
（
も
り
）
の
ス
タ
ジ
ア
ム
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
約
２
、０
０
０
㎥

の
木
材
が
使
わ
れ
、
観
客
席
に
大
き
く
張
り
出

し
た
屋
根
構
造
に
鉄
骨
と
木
材
を
組
み
合
わ
せ

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
を
用
い
る
こ
と
で
、
観

客
席
か
ら
も
木
材
が
見
え
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
周
囲
の
軒

庇
（
の
き
び
さ
し
）
に
は
、
全
国
47
都
道
府
県

か
ら
調
達
し
た
ス
ギ
（
沖
縄
県
は
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
マ
ツ
）
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
選
手
村
ビ

レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
は
、
日
本
の
伝
統
・
文
化
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
木
材
の
利
用
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
、
約
１
、３
０
０
㎥
の
木
材
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。「
日
本
の
木
材
活
用
リ
レ
ー　

～
み
ん

な
で
作
る
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
～
」
の
呼

び
か
け
に
応
じ
て
、
63
の
地
方
公
共
団
体
か
ら

提
供
さ
れ
た
木
材
は
、
大
会
終
了
後
に
各
地
に

返
却
さ
れ
、
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
公
共
施
設
な
ど

で
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
体
操
競
技
等
の
会

場
と
な
る
有
明
体
操
競
技
場
で
は
、
ア
ー
チ
状

の
屋
根
の
大
梁
（
お
お
は
り
）
に
カ
ラ
マ
ツ
、

観
客
席
や
外
装
の
庇
に
ス
ギ
を
使
う
こ
と
に
よ

り
、木
の
香
り
に
包
ま
れ
た
大
空
間
を
構
成
し
、

新
設
の
施
設
の
中
で
最
も
多
い
約
２
、３
０
０

「審査・計測の様子」「展示会の様子」

全市連のホームページアドレス　http.//www.zennichiren.com
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㎥
の
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
競
技
会
場
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
整
備
主
体
が
定
め
る
調
達
基
準
に
よ
り
、
森

林
認
証
材
等
の
合
法
性
や
持
続
可
能
性
に
配
慮

し
た
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。本
大
会
は
、

日
本
の
木
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
や
そ
の
技
術

力
を
国
内
外
に
発
信
し
、
木
材
利
用
の
機
運
を

醸
成
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
る
と
と
も

に
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
や
森
林
認
証
材
へ

の
理
解
を
進
め
る
契
機
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

2
．
中
高
層
建
築
物
等
の
木
造
化
・
木
質
化
に

向
け
た
動
き

日
本
の
人
工
林
が
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、

木
材
の
利
用
を
促
進
し
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
る
」
と
い
う
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
連
に
お
い
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
が
採
択
さ
れ
、
我
が
国
も
含
め
世
界
各

国
で
こ
れ
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
る
な

年
11
月
に
は
、
公
益
社
団
法
人
経
済
同
友
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
44
の
各
地
経
済
同
友
会
、
41

都
道
府
県
、
48
市
町
村
、
１
５
３
の
企
業
・
団

体
、
35
の
森
林
組
合
が
参
加
し
、
国
産
材
の
利

用
拡
大
を
目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
「
木
材

利
用
推
進
全
国
会
議
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
に
お
い
て
も
、「
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
成

長
戦
略
と
し
て
の
長
期
戦
略
」（
令
和
元
（
２

０
１
９
）
年
6
月
11
日
閣
議
決
定
）
や
「
バ
イ

オ
戦
略
２
０
１
９
」（
令
和
元
（
２
０
１
９
）

年
6
月
11
日
統
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進

会
議
決
定
）
の
中
で
、
建
築
物
へ
の
木
材
利
用

を
明
確
に
位
置
付
け
し
つ
つ
、
関
連
す
る
取
組

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
的
な
気
運
の
高
ま
り
も
あ
り
、
全
国
各
地
で

木
造
の
中
高
層
建
築
物
等
の
事
例
も
増
え
て
き

て
お
り
、
都
市
部
で
も
3
～
5
階
建
て
の
事
務

所
ビ
ル
や
商
業
施
設
が
木
造
で
建
設
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
積
極
的
に
木
質
化
に
取
り
組
む
動
き

も
み
ら
れ
ま
す
。
令
和
2
（
２
０
２
０
）
年
2

月
に
は
、
木
質
部
材
を
柱
や
床
等
の
構
造
部
分

に
使
用
し
た
12
階
建
て
の
共
同
住
宅
も
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
林
野
庁
と
し
て
も
、
優
良
事
例
の

普
及
展
開
や
設
計
者
へ
の
支
援
、
供
給
者
側
と

需
要
者
側
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
へ
の
支
援

等
を
通
じ
て
、
ま
す
ま
す
中
高
層
建
築
物
等
へ

の
更
な
る
木
材
利
用
の
拡
大
に
向
け
て
後
押
し

し
て
い
き
ま
す
。

■
全
国
労
働
衛
生
週
間

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
の
労
働
衛
生
意
識

の
高
揚
及
び
産
業
界
の
自
主
的
な
労
働
衛
生
管

理
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
昭
和
25
年
以
来

全
国
労
働
衛
生
週
間
を
主
唱
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
も
、
10
月
1
日
か
ら
同
月

7
日
ま
で
を
本
週
間
、
9
月
1
日
か
ら
同
月
30

スタジアム周囲の軒庇には全国 47 都道府県
から調達した木材を使用

国立競技場（写真提供：独立行政法人日本スポーツ振興センター）

有明体操競技場 選手村ビレッジプラザ

全長約 90 ｍのアーチ状の屋根の大梁にカラ
マツ約 1,500㎥が、観客席や外装の庇にスギ
が約 800㎥使われている

建物の一部を木造化した 12 階建て共同住宅
「FLATS WOODS 木場」（東京都江東区）
（写真提供：株式会社竹中工務店 設計部）

屋根はスギ・カラマツの集成材と鉄骨のハイ
ブリッド構造

63 の地方公共団体から提供された地域材によ
り、「日本の伝統文化が感じられる木造」を
コンセプトに建設

ど
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る

中
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
素
材
と
し
て
木
材
が

改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

我
が
国
に
お
い
て
も
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
建
築
物
の
施
主
な
ど

需
要
者
側
に
も
、
木
材
利
用
に
対
す
る
気
運
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
林
野
庁
で
は
、
平
成

31
（
２
０
１
９
）
年
2
月
か
ら
、建
設
事
業
者
、

設
計
事
業
者
や
実
際
に
こ
れ
ら
の
建
築
物
の
施

主
と
な
る
企
業
が
一
堂
に
会
し
た
「
ウ
ッ
ド
・

チ
ェ
ン
ジ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
開
催
し
、
木

材
利
用
に
関
す
る
課
題
の
特
定
や
解
決
方
法
を

協
議
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
民
間
分
野
で
の
木

材
利
用
を
広
げ
て
い
く
新
た
な
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
5

月
に
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
団
体

や
建
設
業
関
係
団
体
等
か
ら
な
る
「
森
林
（
も

り
）
を
活
か
す
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
木
材
が
あ

ま
り
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
都
市
部
の
木
造

化
・
木
質
化
に
向
け
た
意
見
交
換
等
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
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日
ま
で
を
準
備
期
間
と
し
て
、「
み
な
お
し
て　

職
場
の
環
境　

か
ら
だ
の
健
康
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
に
、
全
国
一
斉
に
積
極
的
な
活
動
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
3
つ
の
密
」
を

避
け
て
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

全
国
労
働
衛
生
週
間
中
に
実
施
す
る
事
項
と
し

て
①
事
業
者
又
は
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
に
よ

る
職
場
巡
視
②
労
働
衛
生
旗
の
掲
揚
及
び
ス

ロ
ー
ガ
ン
等
の
掲
示
③
労
働
衛
生
に
関
す
る
優

良
職
場
、
功
労
者
等
の
表
彰
④
有
害
物
の
漏
え

い
事
故
、
酸
素
欠
乏
等
に
よ
る
事
故
等
緊
急
時

の
災
害
を
想
定
し
た
実
地
訓
練
等
の
実
施
⑤
労

働
衛
生
に
関
す
る
講
習
会
・
見
学
会
等
の
開

催
、
作
文
・
写
真
・
標
語
等
の
掲
示
、
そ
の
他

労
働
衛
生
の
意
識
高
揚
の
た
め
の
行
事
等
の
実

施
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
自
主
的
な
労
働
衛
生

管
理
活
動
の
促
進
に
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。■

全
国
知
事
会
国
産
木
材
Ｐ
Ｔ

提
言令

和
2
年
7
月
14
日
、
全
国
知
事
会
「
国
産

木
材
活
用
Ｐ
Ｔ
」
の
小
池
百
合
子
都
知
事
は
、

江
藤
農
林
水
産
大
臣
等
を
訪
れ
、「
需
要
拡
大

に
向
け
た
提
言
」
を
手
交
し
、実
現
を
求
め
た
。

提
言
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
。

1
．
新
た
な
国
産
木
材
の
需
要
創
出　
（
1
）

民
間
非
住
宅
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
の

推
進
（
①
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
流
通
量
拡
大
、

②
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
普
及
、
③
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業

者
等
の
体
制
強
化
）、（
2
）
木
塀
の
普
及
、

（
3
）
不
燃
木
材
等
の
屋
外
利
用
の
促
進
、

（
4
）
木
材
・
木
材
製
品
の
輸
出
拡
大
、

（
5
）
土
木
分
野
で
の
利
用
、（
6
）
仮
設
物

で
の
利
用
、（
7
）
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
安

定
供
給
、（
8
）
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

促
進
、（
9
）
広
葉
樹
資
源
の
活
用
、（
10
）

新
た
な
素
材
と
し
て
の
木
材
の
活
用
促
進

2
．
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
の
推
進　

（
1
）
財
源
の
確
保
、（
2
）
企
画
立
案
の
推

進
、（
3
）
設
計
・
維
持
管
理
の
円
滑
化
、

3
．
大
規
模
な
木
造
建
築
物
の
設
計
や
施
工
を

担
う
人
材
の
育
成　
（
1
）
建
築
士
等
の
育

成
、（
2
）
地
方
公
共
団
体
職
員
等
の
育
成

4
．
新
た
な
技
術
の
研
究
開
発
（
1
）
新
た
な

技
術
の
開
発
を
促
進
す
る
環
境
整
備
、（
2
）

大
径
材
の
活
用
に
向
け
た
技
術
開
発

5
．
国
産
木
材
活
用
の
意
義
や
魅
力
の
周
知
・

啓
発　
（
1
）
木
材
の
特
性
や
木
材
活
用
の

メ
リ
ッ
ト
・
効
果
の
発
信
、（
2
）
木
材
利

用
の
普
及
・
啓
発

6
．
生
産
・
流
通
体
制
の
強
化　
（
1
）伐
採
・

搬
出
・
流
通
基
盤
の
整
備
、（
2
）
林
業
を

担
う
人
材
の
確
保
・
育
成
、（
3
）
木
材
需

要
者
と
木
材
供
給
者
を
繋
ぐ
仕
組
み
の
構
築

行
政
に
お
い
て
、
予
算
措
置
等
で
の
早
急
な

具
体
化
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
連
盟
会
員
に

お
か
れ
て
も
、
地
方
自
治
体
等
と
の
連
携
・
協

力
を
図
る
際
に
念
頭
に
置
い
て
い
た
だ
き
、
対

応
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
無
断
伐
採
に
係
る
都
道
府
県

調
査
結
果
に
つ
い
て

林
野
庁
は
、
無
断
伐
採
に
係
る
都
道
府
県
調

査
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。

1
．
概
要

林
野
庁
で
は
、
森
林
所
有
者
に
無
断
で
立
木

の
伐
採
が
行
わ
れ
、
平
成
31
年
1
月
か
ら
令
和

元
年
12
月
ま
で
の
期
間
に
、
市
町
村
又
は
都
道

府
県
に
情
報
提
供
や
相
談
等
が
あ
っ
た
事
案
に

つ
い
て
、都
道
府
県
を
通
じ
て
調
査
を
行
っ
た
。

こ
の
調
査
は
平
成
30
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い

る
。

2
．
調
査
結
果

調
査
の
結
果
、
確
認
さ
れ
た
事
案
は
左
表
の

と
お
り
。

3
．
今
後
の
対
応

林
野
庁
で
は
、
平
成
31
年
3
月
に
関
係
通
知

の
改
正
等
を
行
い
、
都
道
府
県
や
市
町
村
、
警

察
庁
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
無
断
伐
採
の
未
然

防
止
に
向
け
た
対
策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

伐採業者や伐採仲
介業者が故意に伐
採した疑いがある
もの

境界の不明確又は当
事者の認識違いによ
り無断で伐採された
もの

その他状況が
不明なもの 計

市町村や都道府
県に情報や相談
等があった件数

7 66 22 95

うち警察への相
談件数 3 19 10 32

注：�上記の事案の分類は、森林所有者等への効果的な注意喚起を目的として、現時点で把握
している情報を基にあえて行ったものであり、故意か否か等を確定するものではありま
せん。

（参�考）前回調査（令和元年6月7日公表）では、森林法第10条の8第1項に規定する「伐採及び
伐採後の造林の届出」（以下「伐採届」という。）の対象となる伐採について調査したとこ
ろですが、今回から、伐採届の対象外となる伐採（森林経営計画対象森林における伐採等）
も調査対象に加えています。

　 　なお、今回の調査結果のうち、伐採届の対象となる伐採に係る事案は次のとおりです。

伐採業者や伐採仲
介業者が故意に伐
採した疑いがある
もの

境界の不明確又は当
事者の認識違いによ
り無断で伐採された
もの

その他状況が
不明なもの 計

（参考）
前回調査
R1.�6.�7�公表

市町村や都道府
県に情報や相談
等があった件数

6 56 19 81 78

うち警察への相
談件数 2 17  8 27 34
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し
て
都
道
府
県
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
事
例

は
、
31
件
、
２
８
８
ha
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
18
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
の
14
年
間
の
事

例
の
累
計
は
２
０
１
件
、
５
、２
５
５
ha
と

な
っ
て
い
る
。

3
と
2
の
事
例
は
、
合
わ
せ
て
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
し
、
そ
れ
以
外
に
、
実
質
的
に
外
資
に

よ
る
買
収
と
見
な
す
べ
き
も
の
も
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
、

国
民
の
安
全
と
健
康
等
に
支
障
の
生
じ
な
い
よ

う
、
行
政
の
適
切
な
管
理
・
監
督
・
指
導
を
お

願
い
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

■
東
木
市
場
4
千
回
記
念
市
開

催令
和
2
年
8
月
6
日
（
木
）、
東
京
木
材
市

場
㈱
（
市
川
英
治
社
長
：
江
東
区
新
木
場
）
は
、

昭
和
27
年
の
初
市
開
始
以
来
、
69
年
目
で
4
千

回
目
と
な
る
節
目
の
市
を
開
催
し
た
。
会
社
自

体
は
、
昨
年
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
各
種
の
記

念
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
市
は
、

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
ま
つ
り
」
も
兼
ね
て
の
開
催
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
を
は
じ
め
と
し
て
、
優
良
材
が
出

品
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
も
万
全

を
期
し
て
実
施
さ
れ
た
。
市
に
は
、
関
係
者
含

め
約
40
名
が
参
加
し
、
真
夏
日
で
は
あ
る
が
、

浜
風
も
心
地
よ
い
晴
天
の
中
、
暑
い
取
引
が
展

開
さ
れ
た
。

■
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な

■
事
務
局
か
ら
記
事
投
稿
の
お

願
い支

部
会
員
の
皆
様
か
ら
、
全
市
連
時
報
等
に

よ
っ
て
、
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
発
信
す
る

情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
映
像
等
と
共
に
、

Data
で
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
様

式
は
自
由
で
す
。
全
市
連
時
報
へ
の
掲
載
あ
る

い
は
、
全
市
連
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
等
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
で
、
時

報
に
掲
載
で
き
な
い
情
報
等
は
、
全
市
連
Ｈ
Ｐ

「
会
員
掲
示
板
」
に
も
掲
載
致
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
随
時
ご
覧
く
だ
さ
い
。

か
れ
こ
れ
45
年
ほ
ど
前
、「
有
限

の
生
態
学
」（
栗
原
康
著
）
と
い
う

新
書
が
発
行
さ
れ
た
。
フ
ラ
ス
コ
の

中
の
自
然
か
ら
始
ま
り
、
生
物
学
的

切
り
口
か
ら
資
源
環
境
問
題
が
判
り

や
す
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
詰
ま
る

と
こ
ろ
「
生
物
は
有
限
の
空
間
と
有

限
の
食
物
で
飼
え
ば
、
早
晩
食
物
を
食
べ
つ
く

し
、
自
分
自
身
の
排
泄
物
の
た
め
に
だ
め
に
な

る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
資
源
枯
渇
と
環
境
汚

染
に
よ
っ
て
死
滅
す
る
」、「
フ
ラ
ス
コ
の
中
の

生
物
群
集
は
平
衡
状
態
に
達
す
る
と
、
気
圏
か

ら
隔
離
し
て
も
同
じ
状
態
を
保
ち
続
け
る
。
フ

ラ
ス
コ
の
中
が
動
物
、
植
物
、
微
生
物
か
ら
な

る
自
給
自
足
系
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
」

と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
と
思
う
。
以
来
、
約
半

世
紀
、
環
境
問
題
は
ど
こ
ま
で
解
決
さ
れ
た
だ

ろ
う
か
。
今
、
こ
の
本
を
読
み
直
し
て
も
、
危

機
感
が
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ヒ
ト
を
中
心
に

考
え
た
地
球
生
態
系
シ
ス
テ
ム
を
「
開
放
系
」

と
考
え
る
か
「
再
生
系
（
閉
鎖
系
）」
と
見
る

か
に
も
よ
る
が
、
人
口
が
激
増
し
、
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
こ
こ
ま
で
増
え
て
く
る

と
、
再
生
可
能
な
範
囲
で
持
続
可
能
な
シ
ス
テ

ム
を
目
指
す
ほ
か
無
い
の
で
は
な
い
か
。
身
近

に
言
え
ば
、
木
材
市
場
の
販
売
額
＝
数
量
×
単

価
だ
が
、
地
球
に
置
き
換
え
る
と
、
使
用
可
能

な
資
源
量
の
上
限
（
再
生
可
能
資
源
）
＝
人
口

×
単
位
資
源
消
費
量
と
言
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
現
在
、
ヒ
ト
の
消
費
資
源
量
は
、
既
に
地

球
上
の
再
生
可
能
資
源
量
の
1
・
6
倍
に
も
達

し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
右
上
が
り
の
成

長
が
当
た
り
前
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
有
限

の
再
生
可
能
資
源
量
の
中
で
数
量
又
は
単
価
、

或
い
は
両
方
を
最
適
化
す
る
「
有
限
（
右
下
が

り
）
の
経
済
学
」
も
考
え
る
時
期
で
は
な
い
か
。

雑 記 帳

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
加
え
て
、
衛
星

画
像
を
活
用
し
て
伐
採
状
況
を
監
視
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
も
進
め
て
い
る
。

■
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
買
収

調
査
結
果

農
林
水
産
省
農
林
水
産
省
は
、
こ
の
度
（
令

和
2
年
5
月
8
日
）、
令
和
元
年
に
お
け
る
外

国
資
本
に
よ
る
森
林
買
収
の
事
例
に
つ
い
て
都

道
府
県
を
通
じ
て
調
査
を
行
い
、
結
果
を
取
り

ま
と
め
・
公
表
し
た
。

1
．
調
査
方
法

平
成
31
年
1
月
か
ら
令
和
元
年
12
月
ま
で
の

期
間
に
お
け
る
外
国
資
本
に
よ
る
森
林
買
収
に

つ
い
て
、
森
林
法
に
基
づ
く
届
出
情
報
な
ど
の

行
政
が
保
有
す
る
情
報
を
参
考
に
、
都
道
府
県

を
通
じ
て
調
査
を
行
っ
た
。

2
．
居
住
地
が
海
外
に
あ
る
外
国
法
人
又
は
外

国
人
と
思
わ
れ
る
者
に
よ
る
森
林
買
収
の
事

例
調
査
の
結
果
、
確
認
さ
れ
た
事
例
は
、
次

の
と
お
り
。

都
道
府
県
別
で
は
、
北
海
道
、
長
野
県
、
愛

知
県
、
福
岡
県
及
び
沖
縄
県
の
5
道
県
、
12
市

町
村
。
件
数
31
件
、
森
林
面
積
１
６
３
ha
、
そ

の
う
ち
北
海
道
が
26
件
（
84
％
）、
１
５
４
ha

（
94
％
）
と
そ
の
太
宗
を
占
め
て
い
る
。
利
用

目
的
と
し
て
は
、
資
産
保
有
、
別
荘
・
住
宅
・

宿
泊
施
設
、
太
陽
光
発
電
及
び
不
明
と
な
っ
て

い
る
。
取
得
者
の
住
所
地
は
、
香
港
を
主
と
す

る
中
国
が
18
件
（
39�

ha
）、
サ
モ
ア
と
日
本
の
共

有
1
件
（
93�

ha
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
3
件

（
13�

ha
）
等
が
主
な
事
例
で
あ
る
。
平
成
18
年

か
ら
令
和
元
年
ま
で
の
14
年
間
の
事
例
の
累
計

は
２
６
４
件
、
２
、３
０
５
ha
と
な
っ
て
い
る
。

3
．
2
の
事
例
の
ほ
か
、
国
内
の
外
資
系
企
業

と
思
わ
れ
る
者
に
よ
る
森
林
買
収
の
事
例
と

「式典の様子」

「某高齢者施設の情景」


